
建
国
五
十
周
年
に
「紅
都
」
を
訪
ね
る

-

人
民
共
和
国
の
雛
形
と
な

っ
た
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国

の
首
都

・
瑞
金

加
藤
千
洋

天 南 地 北

建
国
五
十
周
年
を
機
に
、
前
々
か
ら

一
度
は
訪
ね
て
み
た
い
と
考
え
て
い
た

革
命
根
拠
地
、
江
西
省
の
瑞
金
に
行

っ

て
き
た
。

一
九
四
九
年
十
月

一
日
の
中
華
人
民

共
和
国
の
誕
生
を
逆
上
る
こ
と
十
八

年
、

一
九
三

一
年
十

一
月
に
中
国
共
産

党
が
最
初
に
つ
く
っ
た

「国
家
」
が
産

声
を
上
げ
た
。
そ
の
中
華
ソ
ビ
エ
ト
共

和
国
の
臨
時
中
央
政
府
の
首
都
に
な
っ

た
の
が
瑞
金
で
あ
る
。

中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
は
三
七
年
秋

の
第
二
次
国
共
合
作
の
成
立
で
解
消
さ

れ
る
ま
で
約
六
年
間
維
持
さ
れ
た
。
た

だ
紅
軍
の
主
力
は
そ
れ
よ
り
早
く
三
四

年
の
秋
、
国
民
党
軍
の
包
囲
攻
撃
の
圧

力
を
受
け
て
瑞
金
を
離
れ
、
革
命
史
に

名
高
い
長
征
の
途
に
つ
い
て
い
た
。

中
国
大
陸
を
西
に
大
き
く
迂
回
し
て

一
万
二
千
五
百
キ

ロ
の
難
行
苦
行
の

末
、

一
年
が
か
り
で
た
ど
り
着
い
た
の

が
陳
西
省
北
部
。
延
安
を
中
心
に
築
か

れ
た
根
拠
地
は
新
中
国
誕
生
ま
で
続

い

た
。
そ
れ
ゆ
え
瑞
金
と
延
安
は
中
国
革

命
で
特
別

の
意
味
の
持

つ
聖
地
で
あ

り
、
と
く
に
瑞
金
は

「紅
都
」
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

さ
て
そ
の
瑞
金
ま
で
、
北
京
か
ら
の

道
程
は
案
外
遠
か
っ
た
。

江
西
省
の
省
都

・
南
昌
ま
で
空
路
で

約
二
時
間
。
そ
こ
か
ら

一
気
に
南
下
し

て
省
南
部
の
中
心
、
籟
州
ま
で
四
百
数

十
キ
ロ
、
車
で
八
時
間
ほ
ど
。
九
七
年

に
開
通
し
た
北
京
と
香
港
の
九
龍
を
結

ぶ
南
北

の
大
動

脈

、
京
九

鉄
道

を
利

用

す

る
手

も

あ
る

が
、
適
当

な
時

間
帯

の

列

車
便

が

な

い
。

籟
州

は
中

国
革

命

で
も
重
要

な

土
地

だ

が
、

二
千

年

を
超
え

る
歴
史

を

持

つ

古

都

で
も

あ

る
。

江

西

省

の
略

称

を

「輯
」
と

い
う

が
、
そ

の
由
来

と

な

っ
た

大
河

・
籟

江

の
上

流
部

に
位

置

す

る
。

こ
の
町

で
章

水

と
貢
水

と

い
う

二
本

の

川

が
合
流

し
、

こ
こ
か
ら

一
本

に
な

っ

て
北

上

す
る

の
が

「章

」

と

「貢

」

を

合
体

し

た

「籟

」
江

な

の

で
あ

る
。

さ

て
旅

の
目
的
地

、
瑞

金

へ
急

が
ね

ば

な
ら

な

い
。

鞍

州

に

一
泊

し

て
翌
朝

六
時

半

に
車

で
出
発

。
本
来

の

ル
ー

ト
な

ら
ば
、

貢

水

に
沿

っ
て
真
東

に
百

四
十

キ

ロ
ほ
ど
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の
距
離

な

の
だ

が
、

あ

い
に
く

こ
の
道

が
全

面

改
修
中

で
走

れ
な

い
。

そ

こ

で

南

に
三
百

六
十

キ

ロ
余

り

を
、

半

日
が

か

り

で
迂
回

せ
ざ

る

を
得

な
か

っ
た
。

時
折

頭

を
車

の
天

井

に
ぶ

つ
け

そ

う
に

な

る
ガ

タ

ガ
タ

の
山
道

で
、
「現

代
版

の

長

征

」

と

い

っ
た

趣

が

な

い

で

は

な

か

っ
た

。

そ
れ

も

そ

の
は
ず
、

こ

の
路
線

沿

い

に
あ

る
信
豊

、
安

遠
、

会
昌

と

い

っ
た

県

城

は
、

そ

の
昔

、
実

際

に
紅

軍
兵
士

が
わ

ら
じ
ば

き

で
歩

い
た
長

征

コ
ー

ス

に
当
た

っ
て

い
た

。

沿
線

は
初
夏

の
緑

あ
ふ

れ

る
純

農
村

だ

っ
た
。
農

家

の
庭
先

や
街

道

沿

い
に

白

い
花

を

つ
け
た

、

ひ

ょ
ろ

ひ

ょ
ろ
と

ア
ブ
ラ
ギ
リ

伸

び

た
木

が
目

に

つ
い
た
。
桐

油

の
木

だ
と
教

え

ら
れ
た

。

ピ

ン
ポ

ン
玉
を
少

し
大

き
く

し
た
く

ら

い
の
種

か

ら

し
ぼ

る
油

は
、
紙

に
塗

れ
ば

防
水

効

果

が
あ

り
、
紅
軍

兵
士

の
必
携

品
だ

っ
た
と

か
。

地
形

は
籟

州

か
ら
緩

や

か

に
上

り

に

な

っ
て
お

り
、
高

度

を
ま
す

ほ
ど

に
土

地

は
痩

せ

て

い
く

よ

う

に
見

え

た
。
農

家
の
構
え
も
だ
ん
だ
ん
に
小
さ
く
、
粗

末
に
な
る
。折
し
も
田
植
え
の
季
節
で
、

田
植
え
人
の
姿
が
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん

ど
が
女
性
と
年
寄
り
だ
。
機
械
の
類
い

は
ま

っ
た
く
見
ら
れ
ず
、
腰
を
深
く

折

っ
て
の
重
労
働
で
あ
る
。

瑞
金
に
到
着
後
、
役
所
の
人
に
訳
を

聞
い
て
納
得
し
た
の
だ
が
、
地
図
を
見

て
分
か
る
と
お
り
、
瑞
金
は
江
西
省
と

い
っ
て
も
東
の
は
ず
れ
で
、
す
ぐ
隣
は

福
建
省
だ
。
山
道
に
し
て
は
や
け
に
多

く
の
中
型
バ
ス
と
す
れ
違

っ
て
不
可
解

に
思
っ
た
が
、
そ
れ
ら
は
福
建
省
の
沿

海
部
の
都
市
や
町
と
を
結
ぶ
路
線
バ
ス

だ
。
瑞
金
周
辺
の
農
村
部
の
男
た
ち
は

現
金
収
入
の
魅
力
に
引
き
づ
ら
れ
、
市

場
経
済
化
が
す
す
ん
で
低
賃
金
労
働
者

を
必
要
と
す
る
私
営
企
業
や
建
設
現
場

な
ど
に
出
稼
ぎ
に
出
か
け
て
い
る
。
山

道
を
駆
け
抜
け
る
バ
ス
は
、
出
稼
ぎ
者

の
交
通
手
段
に
も
な
っ
て
い
る
。

さ
て
瑞
金
は
周
囲
を
低
い
丘
陵
に
囲

ま
れ
た
盆
地
に
あ
っ
た
。
江
西
省
と
福

建
省
と
の
境
は
、
お
茶
の
産
地
と
し
て

名
高
い
武
夷
山
脈
。
瑞
金
は
そ
の
西
麓

に
位
置
す
る
。
人
口
は
五
十
七
万
人
。

ハ

ッ

カ

そ
の
九
割
以
上
が
客
家
の
人
々
だ
と
い

う
。
漢
族
の

一
つ
の
方
言
グ
ル
ー
プ
を

形
成
す
る
彼
ら
は
、
元
々
は
黄
河
流
域

に
住
ん
で
い
た
が
、
相
次
ぐ
戦
乱
を
避

け
て
南
中
国
に
移
り
住
ん
で
き
た
人
々

と
い
わ
れ
る
。

瑞
金
は
最
近
、
県
か
ら
県
級
の
市
に

昇
格
し
た
。
地
名
の
由
来
は
唐
の
時
代

に
金
が
採
れ
、
そ
の
管
理
機
関
と
し
て

「瑞
金
監
」が
置
か
れ
た
か
ら
だ
と
い
う

が
、
こ
の
辺
鄙
な
山
里
が
歴
史
的
に
有

名
に
な
っ
た
の
は
、
や
は
り
革
命
根
拠

地
が
築
か
れ
た
た
め
だ
ろ
う
。

そ
の
革
命
旧
跡
は
約
二
百
か
所
も
あ

る
が
、
主
に
二
つ
の
地
域
に
集
中
し
て

い
る
。
中
心
部
か
ら
北
東

へ
五
キ
ロ
ほ

ど
の
葉
坪
旧
吐
群
と
、
南
西

へ
四
キ
ロ

ほ
ど
に
あ
る
沙
州
坦
旧
趾
群
で
あ
る
。

中
華
ソ
ビ
エ
ト
共
和
国
を
誕
生
さ
せ

た
中
華
ソ
ビ
エ
ト
第

一
次
全
国
代
表
大

会
は
葉
坪
で
開
か
れ
た
。
三

一
年
十

一

月
七
日
か
ら
二
十
日
ま
で
二
週
間
の
大
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<中 華ソビエト第一次全国大会の会場が往時の姿のまま残って
いる(江 西省瑞金市葉坪にて)

▼中華ソビエ ト第一次全国大会会肚(江 西省瑞金市葉坪にて)

、

」

会
後

、
毛

沢
東

を
主
席

と
す

る
中
華

ソ

ビ

エ
ト
共
和

国
臨

時
中

央
政
府

が
発
足

し
、

正
式

に
首
都

と

な

っ
た

。

大

会
会
場

と

な

っ
た
建
物

は
、

謝
と

い
う

豪

農

一
族

の
先

祖

を

祀

る
廟

堂

だ

っ
た
。
「ほ
ぼ
当

時

の
ま

ま

に
保
存

さ

れ

て
ま

す
」
と
案
内

の
人

は
言

っ
た
が

、

瑞
金

は
後

に
国

民
党
軍

に
攻

め
落

と

さ

れ

て
お

り
、
そ

の
折

に
破
壊

さ

れ
た
場

所

も
多

い
。
後

か
ら
補

修

さ
れ

て
往
時

の
面

影

を
取
り
戻

し

た
と

い
う
場

所

も

多

い
よ

う
だ
。

大

会
会

場
と

な
り

、

そ

の
後

は
臨
時

政
府

が
置

か
れ

た
建
物

は
三
百
年

以
上

の
歴

史

を
持

つ
。
謝

氏

も
客

家

だ

っ
た

の

で
、
屋

根

の
形
や

外
壁

が
独
特

で
あ

る
。
広

さ
は

三
百

平
方

メ
ー
ト

ル

ほ
ど
。

当
初

、

謝
氏

は
共
産

党

の
借
用
申

し
込

み

に
首

を
振

ら
な

か

っ
た
が
、

重

ね

て

の
依
頼

に
折

れ
、

祀

っ
て

い
た
先
祖

の

位

牌

を

他

に

移

し

て
提

供

し

た

そ

う

だ
。天

井

の
高

い
建
物

で
、
中
央

に
大

会

を
開

い
た
広
間

が

あ

り
、
両
側

に
板

壁
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で
仕
切
ら
れ
た
小
部
屋
が
十
ほ
ど
並
ん

で
い
る
。
そ
れ
が
臨
時
中
央
政
府
の
役

所
の
オ
フ
ィ
ス
で
、
財
政
部
、
外
交
部
、

工
農
検
察
部
、
労
働
部
、
軍
事
部
、
内

務
部
と
い
っ
た
看
板
が
か
か

っ
て
い

る
。
そ
れ
ぞ
れ
誰
が
責
任
者
で
あ
っ
た

か
も
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

初
代
外
交
部
長
は
王
稼
祥
だ
。
彼
は

人
民
共
和
国
の
建
国
後
も
初
代
ソ
連
大

使
、
外
交
部
副
部
長
、
党
中
央
対
外
連

絡
部
長
と

一
貫
し
て
外
交
畑
で
重
責
を

担
っ
た
。
軍
事
部
は
国
防
部
に
相
当
す

る
の
だ
ろ
う
が
、
初
代
部
長
は
朱
徳
将

軍
。
内
務
部
長
に
は
曽
山
の
名
が
見
え

る
。
い
ま
江
沢
民
国
家
主
席
の
側
近
中

の
側
近
と
さ
れ
る
、
曽
慶
紅
政
治
局
候

補
委
員
の
父
親
で
、
解
放
後
の
上
海
市

副
市
長
に
な

っ
た
人
物
で
あ
る
。

ほ
か
に
毛
沢
東
、
周
恩
来
、
張
国
煮
、

郡
子
恢
、
董
必
武
ら
当
時
の
幹
部
た
ち

の
事
務
室
も
あ
る
が
、
郡
小
平
の
名
が

見
当
た
ら
な
い
。
彼
は
当
時
は
瑞
金
県

党
委
員
会
書
記
と
い
う

「地
方
幹
部
」

に
過
ぎ
ず
、
大
会
参
加
者
の
名
簿
に
も

そ

の
名

が
見
当

た

ら
な

い
。

郷
土

史
家

の
解

説

で
は
大

会
代

表

の
宿
泊

所

や
物

資

の
手
配

な

ど
、

も

っ
ぱ

ら
裏

方

の
仕

事

を
担
当

し

て

い
た
と

い
う

。

こ

の
中

央

政

府

を

囲

む

よ

う

に

し

て
、

郵

政

局

、

図
書

館

、

国

家

銀
行

、

総
工
会

、
新

華

社

の
前

身

の
紅

色

中
華

通
信

社
な

ど

の
建

物

が
並

ぶ

が
、
面

白

い
の
は
現
在

の
北

京

の
天

安
門

広

場

に

相

当

す

る
空

間

も
あ

る

こ
と

だ
。
紅

軍

広

場

と
呼
ば

れ

て

お
り
、

人
民

英

雄
記

念

碑

に
相

当

す

る
紅

軍

烈

士

記
念

塔

、

天

安

門

城

楼

に
当

た

る
閲

兵

台

も

あ

る
。

瑞
金

を
首
都

と

し
た

ソ
ビ

エ
ト
共

和
国

は
後

に
誕
生

す

る

こ
と

に
な

る
人

民
共

和
国

の
、

さ
ま
ざ

ま

な
意

味

で

は

重

要

な

「雛

形

」
に
な

っ
た

の
で
あ

る
。

沙
州

坦

に

は
二
千
人

が
参

加

し

て
開

か
れ

た
第

二
次
大

会

(三

四
年

一
月

二

十

一
日

-
二
月

一
日
)

の
会

場

跡

が
あ

る
。

八
角

形

の
特

徴

の
あ

る
建

物

で
、

上

か

ら
見

る
と
紅

軍
兵

士

の
帽

子

に
よ

く
似

た
形

だ
そ

う
だ
。

ほ
ど
近

い
所

に
中

央

工
農

紅
軍

総
政

中華ソビエ ト第二次全国大会会祉
(江西省瑞金市沙州坦 にて)
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郵小平が機関紙 「紅星報」の編集をしていた時の

事務室兼住宅(江 西省瑞金市沙州唄 にて)

治

部

旧
趾

の
看

板

が
か
か

っ
た
白

壁

の

建

物

。
周

囲

は
田
植

え
を
終

え

た
ば

か

り

の
水

田
が
気

持
ち
良

く
広

が

る
。
郡

小

平

は

こ

こ
で
主

に
軍

機
関

紙

「紅
星

報

」

の
編

集
責

任
者

と

い
う
地
味

な
職

務

を

こ

つ
こ

つ
と

こ
な
し

て

い
た
。

こ
れ

も
郷
土

史
家

の
話

だ

が
、
郡

は

三

一
年

一
月

に
上
海

か
ら

瑞
金

に
や

っ

て
来

て
書

記

に
就
任

し
た

が
、

三

二
年

五

月

に

は
瑞

金

の
南

方

に
あ

る
会

昌

、

安

遠

、
尋

烏

の
三

つ
の
県

の
書

記

に
転

出
。

そ

の
こ
ろ

二
番

目

の
妻

の
阿
金

と

結

婚

し

て

い
る
。

そ

の
後

、
管

轄
地

域

の

一
部

を
国

民
党
軍

に
奪

わ

れ
た

こ
と

を

「日
和

見
主

義

」
と
批

判

さ
れ

る
。

こ
れ
が

生
涯

三
度

の
失
脚

と
復

活

を
繰

り
返

し

た
郡

の
最
初

の
失

脚

で
あ

る
。

新
聞

編
集

の
仕
事

は
三

三
年
夏

、
許

さ

れ

て
瑞

金

に
戻

っ
て
以
後

、

あ

て
が

わ

れ

た
仕

事

だ

っ
た
。

昼

間

の
小

雨

が
や

み
、
夜

は
澄

ん

だ

星
空

と

な

っ
た
。

大
気

を
汚

す

工
場
施

設

な

ど
が
皆

無

な

の
だ
。

で
も
中

心
部

の
西
端

に
小

規
模

な

工
業
団

地

づ
く

り

が
進

ん

で

い
た
。
全

国
人

民
代
表

で
も

あ

る
若

い
市
長

さ

ん
は
、

ぜ

ひ
企
業
誘

致

を

成

功

さ

せ

た

い
と

語

っ
て

い
た

が
、

わ

ざ
わ
ざ

山

の
中

に
進
出

を
希
望

す

る
企
業

が
ど
れ

ほ
ど

あ

る
だ
ろ

う
か

と
、

い
さ

さ
か
気

に
な

っ
た
。

だ

が
改

革
開

放

の
波

に
乗

り
遅

れ
た

く
な

い
と

い
う
、

革
命

老
区

を
預

か

る
若

い
指

導

者

た
ち

の
願

い
も

わ
か

る
気

が
し

た
。

宿

は

一
九

五
〇
年

代

に

で
き
た
瑞

金

賓
館

だ

っ
た
。
翌
朝

、

広

い
敷

地
内

を

散
歩

し

て

い
た

ら
、
他

の
建
物

よ
り
豪

華

な
造

り

の

一
号

館

の
前

に
出
た

。
玄

関

に

「郡
小

平

同
志
、

七

二
年
十

二
月

八

日

か
ら

十

二

日
ま

で

こ

こ
に
滞

在

」

と

い
う

説

明

文

を
書

い
た

看

板

が

か

か

っ
て

い
た
。

郡

は
文

化
大

革
命
中

の
六
九
年

秋

か

ら

七

三

年

ま

で

二
度

目

の
失

脚

を

経

験

。

こ

の
時

は
南
昌

郊
外

の
新
建

県

の

ト

ラ

ク
タ
ー
修

理

工
場

で
下
放

労
働

さ

せ

ら
れ

た
。
当

初

は
幽
閉

状
態

だ

っ
た

が
、

二
度

目

の
復

活
直
前

の
七

二
年

秋

か

ら
暮

れ

に
か
け

、

お
忍
び

で
江

西
省
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内

を
卓

琳
夫

人
と
旅

行

す

る

こ
と
を
許

可

さ

れ
、
瑞
金

に
も
立

ち
寄

っ
た
。

こ

の
時
、

新
聞

の
ガ

リ
版

を
切

っ
て

い
た

総

政
治
部

跡

も
再
訪

し
、

お
供

の
人

た

ち

に

「昔

は

こ
こ
で
…

…
」

と

い

っ
た

思

い
出

話
を
語

っ
て

い
た
と

い
う

。

最
後

に
瑞
金

で
聞

い
た

一
つ
の
秘
話

で
拙
文

を
締

め
く

く

ろ
う
。

瑞
金
賓

館

の

一
号
館

は
五

九
年
夏

に

訪

問

が
予
告

さ
れ

て

い
た
毛

沢
東
主

席

の
た

め
に
特
別

に
建

て
ら
れ

た
。
実

現

す
れ
ば
毛

沢
東

が
長

征

の
た

め

に
瑞

金

を
離

れ

て
以
来

、

二
十
五

年

ぶ
り

の
再

訪

と
な

る

は
ず

だ

っ
た
。

と

こ
ろ
が
直

前

に
開

か
れ

た
厘
山

会
議

(
五
九
年

七

月

か
ら
八

月
)

で
思

わ

ぬ
政
治

的
波

乱

が
生

じ
、

毛

は
瑞
金

の
旅

を

キ

ャ

ン
セ

ル
し
た
。

そ

れ
か
ら

二
十
年

後

に
そ

の

館

の
主

と

な

っ
た

の

は
郡

小

平

だ

っ

た
。

そ

し

て
毛

沢
東

が
再
び

瑞
金

を

訪

れ

る
機
会

は
な

い
ま

ま

に
終

わ

っ
た

。

(朝
日
新
聞
中
国
総

局
長
)

『黄
鶴
楼
志
』
序

凋

天
喩

ア
ジ

ア
随

一
の
大

河
長

江

は
、
立

ち

は
だ

か

る
巴

山

の
峰

々

を
流

れ
抜

け
、

瀟

湘

の
雲

水

を
集

め

て
酒

々

た

る
大

河

と
な

っ
て
西

よ
り
流

れ
来

た

り
、

三
楚

の
只
中

で

そ

の
最
長

の
支

流

で
あ

る
漢

水
と
合
流
し
、
二
大
河
を
挟
ん
で
三
鎮

が
向
か
い
合
う
武
漢
の
壮
大
な
景
観
を

形
成
す
る
。
こ
の
地
は
江
漢
平
原
の
東

端
に
位
置
し
、
蔀

(湖
北
)
東
南
に
広

が
る
山
岳
地
帯
か
ら
続
く
な
だ
ら
か
な

丘
陵
が
平
野
湖

沼
の
間
に
起
伏
し
、

ち
ょ
う
ど
長
江
と
漢
水
が
交
わ
る
地
点

で
亀
山
蛇
山
が
岸
を
挟
ん
で
向
か
い
合

い
、
二
山
に
堰
か
れ
た
流
れ
が
喩
り
を

上
げ
て
逆
巻
く
奇
観
を
も
た
ら
す
。
そ

の
長
江
南
岸
蛇
山

の
西
端
、
黄
鵠
磯
に

一
座
の
楼
閣
が
饗
え
る
。
幾
重
も
の
憺

が
翼
を
広
げ
、
四
方
に
は
広
々
と
視
界

が
開
け
る
。
万
戸
が
林
立
す
る
繁
華
な

武
昌
の
市
街
を
背
に
、
酒
々
た
る
大
河

揚
子
江
に
臨
み
、
古
雅
に
し
て
清
峻
な

る
晴
川
閣
と
相
対
し
、
山
川
城
郭
の
勝

こ
と
こ
と

を
尽

く
会

す

る

の
感

が
あ

る
。
縦

目

遠

眺

す
れ
ば

、
更

に
西

に
は
岳

陽

を
控

え
、

東

に
は
縢
閣

を
凌

ぐ
。

こ
れ
ぞ
江

南

三

名
楼

の

一
つ
と

し

て
名

高

い
黄
鶴

楼

で

あ

る
。

黄
鶴

楼

の
名

の
由
来

に

は
、
「山

名
起

原
説
」

「仙
人
起

原

説
」
の
二
説

あ

る
。

唐

『元

和
郡

県
図

志
』

に

は

「呉

の
黄

き
つ

武

二
年

、
江

夏

に
城

き

、
以

て
屯

戌

の

地

を
安

ん
ず

る
也

。
城

西
、
大

江

に
臨

み
、
西
南

角
、
磯

に
因
り

て
楼

を
為

し

、

黄

鶴

楼

と
名

つ
く

」

と
あ

る
。

一
方

、
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